
　伊勢市勢
せ

田
た

町の南部山地（豊
とよ

川
かわ

町、藤
ふじ

里
さと

町、勢
せ

田
た

町、桜
さくら

木
ぎ

町）の丘
きゅう

陵
りょう

には、蓮
台寺柿が栽

さい

培
ばい

されています。この地には鼓
こ

嶽
がく

山
さん

蓮台寺があったので、地域の柿を「蓮
台寺柿」とよぶようになりました。その昔、弘

こう

法
ぼう

大
だい

師
し

が伊勢を訪れた際、この柿を大変気に入り、広く作
るように勧

すす

めたという逸
いつ

話
わ

が伝わっています。
　蓮台寺柿は伊勢の秋を代表する果物で、
約300年前から栽培されていますが、病気
や害虫に弱く樹木の老化が心配されたので、
品種保存のため1958（昭和33）年に伊勢
市の天然記念物に指定されました。
　まろやかでとろけるような味ですが、実は
渋
しぶ

柿
がき

です。9月中旬から11月に収
しゅう

穫
かく

し、そ
のままでは渋いため、渋抜

ぬ

きしてから出荷さ
れています。密閉した脱

だつ

渋
じゅう

庫
こ

に炭酸ガスを入
れ24時間置くと、すっかり渋みが抜け、甘

あま

く
まろやかになります。果実を4つほどにカッ
トした一口サイズの干

ほ

し柿
がき

も生産されていま
す。
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伊勢市
い せ

❶蓮台寺柿
❷伊勢神宮・式年遷宮と
　お木曳き　　
❸宮川堤
❹二見浦
❺伊勢根付
❻尾崎行雄(咢堂)

内宮内宮

蓮
れ ん

台
だ い

寺
じ

柿
が き

▪あなたの地域で作られている果物を調べてみましょう。

蓮台寺柿（伊勢市提供）

伊勢市

特産物
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　伊勢市民だけでなく、日本全国の人々から「お伊勢さん」と親しまれている伊勢神
宮には、年間約700万人の人々が訪れています。

　伊勢神宮の建物は、唯
ゆい

一
いつ

神
しん

明
めい

造
づくり

という、日本最古の建築様
式で、ヒノキの白

しら

木
き

を用い、平
ひら

入
いり

の高
たか

床
ゆか

式
しき

の穀
こく

倉
そう

の形式から、
宮
きゅう

殿
でん

形式に発展したものです。
　現在の伊勢は、この神宮の門

もん

前
ぜん

町
まち

として発展してきました。
古くは西

さい

行
ぎょう

も「何事の　おはしますかは　知らねども　かたじ
けなさに　涙こぼるる」と和歌に詠

よ

んでいます。                    
　江戸時代には「おかげまいり」という集団参

さん

詣
けい

が流行し、本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

【→P38】の『玉
たま

勝
がつ

間
ま

』によると、1日に20万人以上が
伊勢をめざしたといわれています。
　「伊勢に行きたい　伊

い

勢
せ

路
じ

が見たい　せめて一生に一度で
も」と伊勢音

おん

頭
ど

にうたわれているように、伊勢の地は昔から全
国の人々のあこがれでした。

式年遷
せ ん

宮
ぐ う

とお木
き

曳
ひ

き
　伊勢の内

ない

宮
くう

・外
げ

宮
くう

では、20年ごとに新しい神
しん

殿
でん

を造り、装
しょう

束
ぞく

や神
しん

宝
ぽう

を新しくします。これを遷
宮とよんでおり、神宮最大の祭りです。
　遷宮は今から約1300年前に天

てん

武
む

天皇が定め
たとされており、持

じ

統
とう

天皇の時代に第1回が行
われて以来、2013（平成25）年で第62回目と
なります。伊勢の「お木曳き」行事は、1966（昭
和41）年に、国の記録作成等の措

そ ち

置を講ずべき
無
む

形
けい

の民
みんぞく

俗文
ぶん

化
か

財
ざい

に選
せんたく

択されています。

　遷宮に使用される材木（御
ご

用
よう

材
ざい

）
を内宮・外宮へ運

うん

搬
ぱん

する行事を「お
木曳き」といい、遷宮の数年前に行
われます。内宮へは五

い

十
す

鈴
ず

川を利用
することから「川

かわ

曳
びき

」、外宮では陸
りく

路
ろ

を利用することから「陸
おか

曳
びき

」とよばれ
ています。
　お木曳きがいつから行われていた
かは不明ですが、記録としては室町
時代のものが残っています。

伊
い せ

勢神
じ ん

宮
ぐ う

陸曳（御遷宮対策事務局提供）

川曳（神宮司庁提供）

伊勢神宮内
ない

宮
くう

の御
みしねのみくら

稲御倉
（神宮司庁提供）

▪あなたの町に残っている祭りの起源を調べてみましょう。

伊勢市

歴 史
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伊勢市

名 勝

伊勢市

名 勝

▪三重県の史跡・名勝を調べてみましょう。

　「お伊勢さんほど御
おん

大
たい

社
しゃ

はないが　なぜに宮川　橋がない」とうたわれたように、
宮川には明治の末になるまで橋はかかっていませんでした。宮川の源

みなもと

がある大台ヶ
原は、日本有数の多

た

雨
う

地帯で、豪
ごう

雨
う

による洪
こう

水
ずい

が度
たび

々
たび

起こりました。このことも橋がなかった理由の一つ
です。【→P48】
　橋ができるまで、宮川を渡

わた

るには渡し船
ぶね

が利用されていました。度
わた

会
らい

橋
ばし

の上流にあったものを「上
かみ

の渡し
（柳

やなぎ

の渡し）」、小
お

俣
ばた

の宮
みや

川
がわ

橋
はし

付近にあったものを「下
しも

の渡し」、西
にし

豊
とよ

浜
はま

町から御
み

薗
その

町に渡るものを「磯
いそ

の
渡し」とよんでいました。
　宮川は、名

めい

勝
しょう

地
ち

として古
こ

人
じん

により多くの詩
しい

歌
か

に詠
うた

われると
ともに、「下の渡し」を「桜の渡し」と呼んでいます。このこと
から、この付近には古くから桜の木がたくさんあったことがわ
かります。
　現在堤には1kmにわたって「一

いち

目
もく

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

」といわれる桜
さくら

並
なみ

木
き

が続き、人々を楽しませています。1937（昭和12）年には
三重県の名勝に、1990（平成2）年には日本の桜名所百選に
も選ばれています。
　毎年、伊勢の春祭り期間として4月1日から15日まで桜祭
りの行事が開

かい

催
さい

され、人々を楽しませています。

　二見浦は、伊勢市二
ふた

見
み

町にある海岸です。伊勢湾に注ぐ五
い

十
す

鈴
ず

川の河口に形成
された弧

こ

状
じょう

の砂浜海岸で、伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

に属し、日本の渚
なぎさ

百選にも選ばれてい
ます。
　立石崎の二見興

おき

玉
たま

神社内にある夫
め お と

婦
岩
いわ

は、全国的に有名です。 夫婦岩は、
昔から日の出を拝む所として知られてき
ました。5月から7月までの間、夫婦岩
の間から日の出を見ることができます。
　二見浦は平

へい

安
あん

朝
ちょう

以来、伊勢の名勝地
として知られ、多くの歌にも詠

よ

まれまし
た。1936（昭和11）年には県の名勝に、
2006（平成18）年には国の名勝にそれ
ぞれ指定されています。また、二見浦海
水浴場は、1882（明治15）年に開設さ
れた日本で最初の公

こう

認
にん

海水浴場です。

宮川堤
つつみ

二
ふ た

見
み

浦
う ら

二見浦（伊勢志摩きらり千選提供）

宮川堤（伊勢市提供）

▪県内や日本の桜の名所を調べてみましょう。
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伊勢市

人 物

伊勢市

伝統工芸
　根付とは、身につける物入れの留

とめ

具
ぐ

として使われていたものです。印
いん

籠
ろう

をはじめ、
タバコ入れ、巾

きん

着
ちゃく

などの紐
ひも

の先に動物などをかたどった根付が使用されていました。
素材には木製のほか、象

ぞう

牙
げ

や動物の角
つの

、玉石等を使っていて、高度な技術による繊
せん

細
さい

な工芸品です。
　江戸時代の文

ぶん

化
か

・文
ぶん

政
せい

年間（1804～1829）の頃から、参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

でにぎわう伊勢では、小さく格
かく

調
ちょう

の高
い根付は土

み や げ

産物
もの

として人気をよびました。旅の無事を祈って、カエルの根付が人気だったそうです。特に
地元の朝

あさ

熊
ま

つげは木
もく

目
め

が細かく、光
こう

沢
たく

もよいので最上質の素材として人気がありました。
　伊勢根付は、根付師鈴

すず

木
き

正
まさ

直
なお

（1815～
1890）によって作り上げられました。伊勢
市八

よう

日
か

市
いち

場
ば

町
ちょう

の鈴木家に養
よう

子
し

に入った正
直は、大阪の彫

ちょう

刻
こく

家に弟
で

子
し

入
い

りして修
しゅ

行
ぎょう

を積み、伊勢に戻
もど

って根付師になりました。
干
え

支
と

の十二支などの根付のほか、キセル
や各種の置物も残しています。                                                                  
　伊勢根付は現在では土産物だけではな
く、美術品としての価値も高まっています。

　尾崎行雄（咢堂）は衆議院名誉議員で「憲
けん

政
せい

の神様」「議会政治の父」とよばれて
います。神奈川県で生まれ、1872（明治5）年に三重県伊勢市に引っ越し、宮

みや

崎
ざき

文
ぶん

庫
こ

英
えい

学校に入学しました。
　1882（明治15）年大

おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

の立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

の創立に参加し、1890（明治23）年第1回総選挙で三重
県選挙区より出馬し当選しました。以後63年間に25回連続当選し、司法大臣や文部大臣の役職を務

つと

め
ました。また、桂

かつら

太
た

郎
ろう

首相を糾
きゅう

弾
だん

する演説を行って第一次護
ご

憲
けん

運動の中心となりました。
　第一次世界大戦後のヨーロッパで戦争の悲

ひ

惨
さん

さを
見
けん

聞
ぶん

して以後は、一貫した軍
ぐん

縮
しゅく

論
ろん

者
しゃ

となり、大
たい

正
しょう

デ
モクラシーの進展とともに普通選挙運動を支持しまし
た。
　戦後の国会でも活躍して、民主主義の復活と世界
平和の確立のために力を尽

つ

くしました。31歳から94
歳まで、衆議院議員として活躍し、政界を引退しました。
　伊勢市に尾崎咢堂記念館があります。また、国

こっ

会
かい

前
ぜん

庭
てい

の敷
しき

地
ち

内にある憲政記念館は、尾崎の功績を称
たた

えて建設されたものであり、銅像も建てられています。

伊
い

勢
せ

根
ね

付
つ け

尾
お

崎
ざ き

行
ゆ き

雄
お

（咢
が く

堂
ど う

）

尾崎咢堂記念館（伊勢志摩きらり千選提供）

伊勢根付（伊勢市提供）

▪三重県の伝統工芸品を調べてみましょう。

▪全国的に活躍した三重県にゆかりのある人 を々調べてみましょう。
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